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は
じ
め
に

　
「
南
京
大
虐
殺
」（「
南
京
事
件
」）
は
中
国
国
民
に
と
っ
て
屈
辱
的
な
記

憶
で
あ
り
、
戦
争
被
害
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
果

た
し
て
こ
の
よ
う
な
記
憶
は
虐
殺
発
生
直
後
に
形
成
さ
れ
た
の
か
、
そ
れ

と
も
何
ら
か
の
き
っ
か
け
で
定
着
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
と
い
う
の

は
、
中
国
は
戦
争
被
害
国
で
あ
る
も
の
の
、
自
国
の
被
害
に
関
す
る
記
憶

は
二
転
三
転
さ
れ
、
時
に
完
全
に
「
忘
却
」
さ
れ
た
時
期
も
あ
れ
ば
「
想

起
」
さ
れ
た
時
期
も
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
「
南
京
事
件
」
が
中
国
に
お
い

て
忘
却
さ
れ
た
り
、
想
起
さ
れ
た
り
す
る
と
い
う
事
実
関
係
の
解
明
と
、

そ
の
背
後
に
あ
る
政
治
的
要
因
の
分
析
を
目
的
と
す
る
。

　
「
南
京
事
件
」
に
つ
い
て
の
研
究
は
「
歴
史
」
と
「
記
憶
」
と
い
う
二

つ
の
系
譜
に
集
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
﹇
張
・
孫
主
編2014 ; Li, Sabella 

and Liu 2001

﹈。
Ｒ
・
エ
バ
ン
ス
（R

ichard E
vans

）
が
「
記
憶
は
プ
ロ

パ
ガ
ン
ダ
の
一
形
態
で
あ
る
が
、
歴
史
は
真
実
そ
の
も
の
に
関
わ
っ
て
い

る
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、「
歴
史
」
と
「
記
憶
」
は
ま
っ
た
く
異
な

る
性
格
を
持
っ
て
い
る
﹇E

vans 2002 : 333 ‒334

﹈。「
南
京
事
件
」
に
関

す
る
「
歴
史
」
の
部
分
は
、
主
と
し
て
歴
史
学
者
に
よ
る
事
件
発
生
当
時

に
対
す
る
論
考
で
あ
る
﹇
洞1982 ; 

笠
原1997 ; 

吉
田1985 ; 

秦2007 ; 

高

1985 ; 

孫1997 ; 

張
主
編2006 ‒2012 ; Brook 1999

﹈。
こ
れ
に
対
し
て

「
記
憶
」
の
部
分
は
、
事
件
発
生
後
の
日
中
両
国
の
認
識
と
語
り
方
を
中

心
と
す
る
研
究
で
あ
る
﹇
笠
原2007 ; 

藤
原2001 ; 

魏2009 ; 

フ
ォ
ー
ゲ

ル2000 ; Yang 1999 ; Yoshida 2006

﹈。
記
憶
に
関
す
る
研
究
に
は
歴
史

学
者
の
み
な
ら
ず
、
政
治
学
者
や
社
会
学
者
も
積
極
的
に
関
与
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
中
国
に
お
け
る
「
南
京
大
虐
殺
」
を
め
ぐ
る
言
説
空
間
の
変

遷
を
検
証
す
る
が
、
こ
こ
で
い
う
「
言
説
」
は
専
ら
小
熊
英
二
が
指
摘
し

て
い
る
よ
う
に
、「
単
に
文
字
に
書
か
れ
た
文
言
の
こ
と
で
は
な
い
。
あ

る
社
会
の
、
特
定
の
時
代
に
お
い
て
支
配
的
だ
っ
た
言
葉
の
体
系
な
い
し

構
造
」
を
「
言
説
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
﹇
小
熊2002 : 17 ‒18

﹈。
具
体

的
に
い
え
ば
、
新
聞
記
事
な
ど
の
媒
体
を
経
由
し
、
各
時
期
の
論
調
か
ら

「
南
京
大
虐
殺
」
を
め
ぐ
る
政
治
的
構
造
を
読
み
取
る
こ
と
が
本
稿
の
課

題
で
あ
る
。

中
国
に
お
け
る「
南
京
大
虐
殺
」の
記
憶
と
忘
却

王
　
広
濤

研
究
ノ
ー
ト
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一
　
戦
時
期
に
お
け
る
国
民
政
府
と
共
産
党
の
記
憶 

 

（
一
九
三
七
～
一
九
四
五
）

　
「
南
京
事
件
」
発
生
後
、
南
京
は
日
本
軍
の
完
全
占
領
下
に
あ
り
、
外

部
と
の
交
通
・
通
信
が
遮
断
さ
れ
た
「
陸
の
孤
島
」「
密
室
犯
罪
」
的
な

環
境
の
も
と
に
お
か
れ
て
い
た
﹇
笠
原1997 : 192

﹈。
当
時
、
最
初
に
南

京
か
ら
こ
の
事
件
を
世
界
に
知
ら
せ
た
の
は
、
地
元
の
中
国
人
で
は
な

く
、
南
京
占
領
前
後
に
残
留
し
た
外
国
人
新
聞
記
者
及
び
「
南
京
国
際
安

全
区
」（N

anking Safety Z
one

）
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
駐
在
工
作
員

た
ち
で
あ
る
。
彼
ら
は
直
接
的
あ
る
い
は
間
接
的
に
虐
殺
の
実
態
を
目
撃

し
、
そ
れ
を
外
国
の
報
道
機
関
に
打
電
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
時
期
に
お
い
て
、「
虐
殺
」
の
「
記
憶
」
と
い
う
よ
り
「
歴
史
」

の
性
格
が
濃
厚
で
あ
る
た
め
、
言
説
は
し
ば
し
ば
「
第
一
次
資
料
」
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
資
料
の
出
自
、
信
憑
性
に
問
題
点
は
あ
る
が
、
本

稿
で
は
専
ら
新
聞
報
道
の
内
容
か
ら
当
時
の
時
代
背
景
と
言
説
空
間
を
探

り
出
し
、
資
料
が
出
さ
れ
た
経
緯
、
と
り
わ
け
政
治
的
背
景
を
中
心
に
論

ず
る
。

　

例
え
ば
、
一
九
三
七
年
一
二
月
二
五
日
に
虐
殺
の
詳
細
を
初
め
て
報
道

し
た
『
漢
口
大
公
報
』
の
情
報
源
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
（The 

N
ew

 York Tim
es

）
上
海
特
派
員
の
電
報
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
﹇
張
・

呂2010 : 403 ‒405

﹈。
そ
の
後
、
虐
殺
行
為
の
報
道
及
び
批
判
は
相
変
わ

ら
ず
欧
米
メ
デ
ィ
ア
主
導
で
あ
り
、
中
国
国
内
の
報
道
は
外
電
を
引
用
し

た
も
の
が
も
っ
ぱ
ら
で
あ
っ
た
。
虐
殺
事
件
発
生
当
時
、
南
京
に
一
番
近

い
中
央
通
信
社
の
拠
点
は
江
蘇
省
北
部
に
あ
る
徐
州
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ

で
も
距
離
的
に
か
な
り
離
れ
て
い
た
。
国
民
政
府
独
自
の
情
報
源
は
南
京

か
ら
徐
州
に
逃
れ
て
き
た
者
の
証
言
に
頼
る
し
か
な
か
っ
た
。
一
九
三
七

年
一
二
月
一
六
日
の
『
漢
口
大
公
報
』
の
「
南
京
退
出
時
に
市
街
戦
」、

同
一
七
日
の
「
南
京
の
敵
軍
の
放
火
掠
奪
」、
同
一
八
日
の
「
壮
烈
な
一

幕
」
な
ど
の
記
事
は
す
べ
て
「
徐
州
発
」
で
あ
っ
た
﹇
南
京
事
件
調
査
研

究
会1992 : 23 ‒24

﹈。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
記
事
が
注
目
し
た
の
は
戦
争

経
過
で
あ
り
、
虐
殺
行
為
が
中
心
で
は
な
か
っ
た
。
中
国
の
報
道
機
関
が

自
ら
体
系
的
に
「
南
京
大
虐
殺
」
の
実
体
を
報
道
し
始
め
た
の
は
、
一
九

三
八
年
一
月
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
南
京
か
ら
の
脱
出
者
の

情
報
や
南
京
の
難
民
か
ら
の
手
紙
が
相
次
い
で
掲
載
さ
れ
、
生
存
者
に
よ

る
虐
殺
の
証
言
が
一
気
に
世
に
出
る
こ
と
に
な
る
﹇
南
京
事
件
調
査
研
究

会1992 : 7

﹈。

　

当
時
の
国
民
政
府
は
虐
殺
事
件
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
。
南
京
は
国
民
政
府
の
首
都
で
あ
り
、
南
京
陥
落
が
も

た
ら
し
た
意
味
は
極
め
て
重
大
で
あ
っ
た
。
国
民
政
府
は
そ
の
後
、
臨
時

首
都
を
武
漢
、
重
慶
に
移
転
し
、「
南
京
大
虐
殺
」
を
利
用
し
て
国
際
社

会
に
向
け
、
日
本
軍
の
暴
行
を
大
々
的
に
宣
伝
し
よ
う
と
し
た
。
当
時
、

戦
時
宣
伝
に
携
わ
っ
て
い
た
蔣
介
石
夫
人
宋
美
齢
は
こ
れ
を
「
日
本
人
の

宣
伝
（propaganda

）
と
は
異
な
り
、
信
憑
性
の
あ
る
資
料
に
基
づ
く
事

実
の
伝
播
（publicity

）」
と
位
置
付
け
た
﹇
文2014 : 306

﹈。

　

文
俊
雄
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、
国
民
政
府
側
が
取
っ
た
具
体
的
な
措
置

は
主
に
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
⑴
日
本
・
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の

国
々
で
南
京
大
虐
殺
に
関
す
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
上
映
す
る
こ
と
。

⑵
イ
ギ
リ
ス
の
編
集
者
と
協
力
し
、
南
京
大
虐
殺
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
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ト
を
出
版
す
る
こ
と
。
⑶
Ｈ
・
テ
ィ
ン
パ
ー
リ
ー
（H

arold J. T
im

perley, 
田
伯
烈
）
氏
の
『
戦
争
と
は
何
か
』（W

hat W
ar M

eans: The Japanese 
Terror in China , 

外
人
目
睹
之
日
軍
暴
行
）
を
出
版
す
る
こ
と
﹇
文2014 : 

306

﹈。

　

国
民
政
府
の
宣
伝
は
精
力
的
で
あ
っ
た
が
、
宣
伝
の
標
的
が
国
内
で
は

な
く
、
国
際
社
会
に
向
け
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。
国
民
政
府
の
目
的
は
そ
れ
を
恥
辱
と
し
て
国
民
に
知
ら
せ
る
の
で
は

な
く
、
南
京
の
惨
事
を
通
じ
て
、
国
際
的
な
注
目
を
集
め
、
欧
米
か
ら
の

同
情
及
び
援
助
を
獲
得
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
宣
伝
自
体
の
国

内
に
向
け
て
の
対
応
及
び
国
内
の
情
報
源
の
利
用
に
つ
い
て
は
物
足
り
な

さ
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

中
国
に
お
い
て
南
京
事
件
は
今
日
的
に
は
日
本
軍
が
中
国
人
に
対
し
て

行
っ
た
暴
行
の
シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
果
た
し
て
ど
れ
ほ
ど

重
要
視
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
。
国
民
政
府

は
宣
伝
し
た
と
は
い
え
、
宣
伝
自
体
は
単
に
南
京
事
件
を
取
り
上
げ
る
も

の
で
は
な
く
、
日
本
軍
に
よ
る
一
連
の
犯
行
の
一
つ
と
し
て
こ
れ
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
の
で
あ
る
。
吉
田
俊
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
国
民
政
府
は
宣
伝

の
中
心
を
虐
殺
事
件
で
は
な
く
、
日
本
軍
に
よ
る
毒
ガ
ス
の
使
用
及
び
空

襲
に
お
い
て
い
た
﹇Yoshida 2006 : 3‌5

﹈。
そ
の
た
め
、
当
時
の
「
南
京

大
虐
殺
」
は
今
日
的
な
位
置
づ
け
で
は
な
か
っ
た
。「
南
京
大
虐
殺
」
は

国
家
レ
ベ
ル
の
記
憶
と
い
う
よ
り
、
地
域
的
か
つ
被
害
者
個
人
の
記
憶
に

限
定
さ
れ
て
い
た
と
い
う
ほ
う
が
妥
当
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
言
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
中
国
共
産
党
の
対
応
で
あ

る
。
国
共
合
作
に
よ
っ
て
全
民
族
の
抗
日
統
一
戦
線
が
形
成
さ
れ
た
と
は

い
え
、
共
産
党
は
政
治
的
に
も
軍
事
的
に
も
独
立
し
た
組
織
と
し
て
認
め

ら
れ
、
ま
た
宣
伝
報
道
に
お
い
て
も
独
自
の
新
聞
や
機
関
誌
の
発
行
も
許

さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
共
産
党
の
反
応
を
独
立
の
フ
ァ
ク
タ
ー
と
し
て

見
做
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
虐
殺
を
否
定
す
る
日
本
の
研
究
者
は
、
中

国
共
産
党
側
の
報
道
機
関
が
事
件
発
生
の
直
後
に
日
本
軍
に
よ
る
「
大
虐

殺
」
と
い
う
報
道
を
掲
げ
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
南
京
事
件
が
「
マ

ボ
ロ
シ
」
で
あ
る
と
断
言
し
て
い
る
﹇
田
中1984 : 5‌8

﹈。
し
か
し
、
当

時
の
共
産
党
は
国
民
政
府
と
同
様
に
情
報
源
不
足
と
い
う
問
題
を
抱
え
て

お
り
、
即
時
に
虐
殺
に
関
す
る
報
道
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

あ
る
意
味
で
は
、
共
産
党
が
直
面
し
た
状
況
は
さ
ら
に
厳
し
か
っ
た
と

い
え
よ
う
。
共
産
党
の
報
道
機
関
は
財
政
的
に
も
地
理
的
に
も
恵
ま
れ

ず
、
国
民
政
府
統
治
地
域
に
お
い
て
共
産
党
の
新
聞
が
発
行
さ
れ
て
い
た

と
は
い
え
、
報
道
の
内
容
や
発
行
部
数
も
制
限
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う

な
状
況
下
で
も
、
共
産
党
系
の
新
聞
は
遅
れ
が
ち
な
が
ら
南
京
の
虐
殺
事

件
を
報
道
し
て
い
た
の
で
あ
る
﹇
井
上1987 ; 

経2014 ; 

孫2005

﹈。『
新

中
華
報
』
及
び
『
解
放
週
刊
』
各
紙
は
、
非
常
に
厳
し
い
出
版
報
道
条
件

の
な
か
、
一
九
三
八
年
に
入
っ
て
か
ら
「
南
京
大
虐
殺
」
を
積
極
的
に
報

道
し
、
共
産
党
支
配
地
域
の
住
民
に
知
ら
せ
よ
う
と
し
た
。

　

共
産
党
で
は
、「
南
京
大
虐
殺
」
が
中
国
各
地
の
日
本
軍
に
よ
る
数
多

く
の
残
虐
事
件
の
な
か
で
も
き
わ
だ
っ
て
突
出
し
た
出
来
事
で
あ
る
と
い

う
認
識
は
希
薄
で
あ
っ
た
。
特
に
延
安
を
本
拠
地
と
す
る
中
国
共
産
党
中

央
は
、
中
国
各
地
、
と
り
わ
け
華
北
の
八
路
軍
地
区
に
お
け
る
日
本
軍
の

残
虐
行
為
に
か
な
り
注
意
を
払
っ
て
い
る
反
面
、「
南
京
事
件
」
に
お
け

る
被
害
規
模
の
大
き
さ
、「
全
人
類
に
対
す
る
宣
戦
」
と
い
う
認
識
や
当
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時
の
国
際
的
反
響
に
関
す
る
対
応
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
も
事
実

で
あ
る
﹇
井
上1987 : 180

﹈。
と
は
い
え
、
国
民
政
府
の
戦
時
宣
伝
と
同

じ
よ
う
に
、
そ
の
視
点
や
関
心
の
程
度
に
は
差
が
あ
る
も
の
の
、
虐
殺
自

体
を
無
視
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

二
　
内
戦
期
に
お
け
る
「
南
京
大
虐
殺
」
の
記
憶 

 

（
一
九
四
五
～
一
九
四
九
）

　

日
本
敗
戦
後
、
国
民
政
府
は
首
都
を
南
京
に
戻
し
た
。
敗
戦
の
日
本
に

対
し
て
蔣
介
石
は
す
で
に
「
以
徳
報
怨
」
の
ラ
ジ
オ
演
説
を
行
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
日
本
軍
が
行
っ
た
「
南
京
大
虐
殺
」
に
対
し
て
は
決
し
て

許
そ
う
と
は
し
な
か
っ
た
﹇
厳2014
﹈。
そ
の
具
体
的
な
措
置
と
し
て

は
、「
東
京
裁
判
」
で
は
「
南
京
大
虐
殺
」
の
責
任
者
で
あ
っ
た
松
井
石

根
を
Ａ
級
戦
犯
と
す
る
と
と
も
に
、「
南
京
裁
判
」
で
は
部
下
の
責
任
者

を
Ｂ
・
Ｃ
級
戦
犯
と
し
て
虐
殺
の
責
任
を
厳
し
く
追
及
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
時
期
に
お
け
る
国
民
政
府
の
宣
伝
は
専
ら
「
南
京
事
件
」
の
み
を

取
り
上
げ
、
日
本
軍
に
よ
る
ほ
か
の
暴
行
を
寛
大
な
る
精
神
に
基
づ
き
不

問
の
ま
ま
に
し
て
い
た
。
戦
犯
と
認
定
さ
れ
る
場
合
で
も
、
普
通
の
戦
犯

の
場
合
は
、
特
に
事
情
が
な
け
れ
ば
迅
速
に
審
判
し
、
日
本
に
送
還
す
る

方
針
が
策
定
さ
れ
た
﹇
郭
・
姜
等
編2006 : 28 ‒29

﹈。
特
に
日
本
軍
が
華

北
で
起
こ
し
た
「
三
光
政
策
」
や
、
都
市
に
対
す
る
無
差
別
爆
撃
（
重
慶

爆
撃
等
）
は
、
さ
ほ
ど
重
要
視
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て

は
、
蔣
介
石
の
寛
大
政
策
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
だ
が
、
国
共
内
戦
の
開
始

及
び
審
判
長
期
化
に
伴
う
経
済
的
負
担
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

「
南
京
大
虐
殺
」
の
取
り
扱
い
方
は
明
ら
か
に
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
南
京
が
国
民
政
府
の
首
都
で
あ
り
、
南
京
保
衛
戦
で
大
き
な
犠

牲
を
払
っ
た
こ
と
か
ら
、
記
憶
の
責
任
を
痛
感
し
て
い
た
か
ら
に
違
い
な

い
。

　

一
方
、
中
国
共
産
党
は
「
南
京
大
虐
殺
」
を
そ
れ
ほ
ど
重
大
視
し
た
と

は
い
え
な
い
。
一
九
四
五
年
九
月
五
日
、
日
本
政
府
が
降
伏
文
書
に
公
式

に
署
名
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
中
国
共
産
党
の
機
関
紙
『
解
放
日
報
』
は

「
慶
祝
抗
戦
最
後
勝
利
」（
抗
戦
の
最
終
的
勝
利
を
祝
う
）
と
い
う
記
事
の

中
で
、
盧
溝
橋
事
変
以
来
日
本
軍
が
犯
し
た
犯
罪
・
虐
殺
な
ど
を
網
羅
的

に
並
べ
て
い
た
が
、「
南
京
大
虐
殺
」
に
関
す
る
記
述
は
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
﹇
田
主
編1996 : 1‌7

﹈。
ま
た
、
九
月
一
四
日
同
『
解
放
日
報
』

の
社
説
「
厳
懲
戦
争
罪
犯
」（
戦
犯
を
厳
し
く
懲
罰
せ
よ
）
で
は
松
井
石

根
の
名
が
挙
げ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
も
一
般
的
な
戦
犯
者
扱
い
で
あ
り
、
特

に
南
京
の
虐
殺
に
触
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
こ
の
社
説
は
、
松

井
石
根
を
侵
略
者
と
し
て
で
は
な
く
、
半
軍
事
団
体
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
団
体

の
責
任
者
及
び
戦
争
扇
動
者
と
し
て
批
判
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
共
産
党

が
強
調
し
た
の
は
松
井
の
「
人
道
に
対
す
る
罪
」
で
は
な
く
、「
平
和
に

対
す
る
罪
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

当
時
の
新
聞
記
事
を
見
る
と
、「
南
京
大
虐
殺
」
に
関
す
る
国
民
政
府

の
報
道
は
共
産
党
の
そ
れ
よ
り
明
ら
か
に
多
か
っ
た
。
そ
れ
は
技
術
的
な

理
由
に
も
よ
る
が
、
政
治
的
な
理
由
が
あ
っ
た
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。

前
者
に
つ
い
て
い
え
ば
、
共
産
党
系
機
関
紙
の
発
行
部
数
の
少
な
さ
、
及

び
地
理
的
に
南
京
か
ら
離
れ
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
政
治
的
な
理
由
は
よ
り
重
要
で
あ
り
、
今
日
に
至
る
ま
で
中
国
人
の

南
京
に
対
す
る
記
憶
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
当
時
、
国
共



161──研究ノート　中国における「南京大虐殺」の記憶と忘却

内
戦
は
す
で
に
一
触
即
発
の
状
態
で
あ
り
、
共
産
党
は
一
地
方
政
権
と
し

て
、
国
民
政
府
の
首
都
に
発
生
し
た
虐
殺
を
報
道
す
る
こ
と
が
現
実
的
利

益
を
も
た
ら
す
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
Ｉ
・
ブ
ル
マ

（Ian Burum
a

）
は
共
産
党
の
思
惑
を
次
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
。

　
　
　

一
九
三
七
年
当
時
、
国
民
政
府
の
首
都
に
は
共
産
党
の
英
雄
た
る

べ
き
指
導
者
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
共
産
主
義

者
自
体
、
一
人
も
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
南
京
や
上
海
な
ど
、
中

国
南
部
の
者
の
多
く
は
蔣
介
石
軍
の
兵
士
た
ち
だ
っ
た
。
そ
し
て
生

存
者
た
ち
も
、
反
共
産
主
義
的
な
階
級
あ
る
い
は
政
治
的
背
景
が
原

因
で
、
毛
沢
東
主
義
者
ら
の
粛
清
を
生
き
延
び
る
の
に
精
い
っ
ぱ
い

で
あ
り
、
日
本
侵
略
下
の
出
来
事
な
ど
を
構
っ
て
い
る
状
況
に
は
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。﹇Burum

a 1999 : 3 ‒4
﹈

　

ブ
ル
マ
は
こ
こ
で
単
に
国
共
内
戦
期
に
お
け
る
共
産
党
の
意
図
を
分
析

す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
後
誕
生
し
た
新
中
国
の
対
日
政
策
全
体
の
流
れ

を
踏
ま
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
の
共
産
党
系
の
報
道
を
読
む

と
、
中
共
は
一
概
に
「
南
京
大
虐
殺
」
を
無
視
し
て
い
た
と
は
い
え
な
い

が
、
そ
れ
を
国
民
党
政
権
批
判
の
矛
先
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
例
え

ば
、
中
共
は
蔣
介
石
の
「
以
徳
報
怨
」
政
策
に
対
し
て
最
初
か
ら
批
判
的

な
姿
勢
を
貫
い
て
い
た
﹇K

ushner 2015 : 93 ‒121

﹈。
先
述
し
た
『
解
放

日
報
』
社
説
「
厳
懲
戦
争
罪
犯
」
の
冒
頭
で
は
、「
日
本
軍
国
主
義
者
に

対
し
て
寛
容
的
な
態
度
を
許
し
て
お
き
な
が
ら
、
同
盟
国
人
民
の
大
き
な

犠
牲
と
引
き
換
え
に
達
成
さ
れ
た
平
和
を
保
証
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

と
説
い
て
い
る
。
ま
た
、
同
九
月
一
七
日
の
社
説
「
立
即
収
繳
在
華
日
軍

全
部
武
裝
」（
在
華
日
本
軍
の
武
装
を
即
時
に
接
収
せ
よ
）
で
は
、「
蔣
介

石
が
在
中
国
日
本
軍
の
武
装
を
接
収
し
な
い
ま
ま
な
の
は
、
そ
れ
を
利
用

し
て
共
産
党
軍
を
攻
撃
す
る
た
め
だ
」
と
批
判
し
た
。

　

国
共
内
戦
の
開
始
に
伴
い
、「
南
京
大
虐
殺
」
は
、
日
本
軍
の
中
国
侵

略
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
と
と
も
に
、
国
内
的
、
国
際
的
な
政
治
闘
争
に
道

具
化
さ
れ
る
側
面
も
看
過
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、「
南
京
大
虐

殺
」
は
「
歴
史
事
実
」
と
い
う
性
質
よ
り
、
政
治
化
さ
れ
た
「
歴
史
事

件
」
と
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
国
共
内
戦
に
お
け
る
共
産
党

軍
の
力
も
増
強
さ
れ
、「
南
京
大
虐
殺
」
の
語
り
方
は
、「
国
民
党
政
権
批

判
」
か
ら
日
本
を
支
配
し
よ
う
と
す
る
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
批
判
に
目
が

移
っ
た
。
一
九
四
九
年
中
華
人
民
共
和
国
成
立
の
直
前
、『
人
民
日
報
』

は
「
南
京
大
虐
殺
」
生
還
者
の
証
言
を
取
り
上
げ
、「
国
民
党
反
動
政
府

と
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
日
本
軍
国
主
義
戦
犯
の
引
渡
し
に
対
す
る
厳
罰

処
分
」
を
要
求
し
た
﹇『
人
民
日
報
』
一
九
四
九
年
七
月
一
〇
日
﹈。
対
日

講
和
に
関
し
て
は
、
共
産
党
は
す
で
に
国
民
政
府
を
相
手
と
せ
ず
、
直
接

的
に
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
を
批
判
し
、
全
中
国
を
代
表
す
る
合
法
政
府
で

あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

さ
ら
に
、
国
共
両
党
は
、
日
本
軍
の
残
虐
行
為
で
は
な
く
、
彼
ら
の
現

前
の
敵
対
者
（
共
産
党
に
と
っ
て
は
国
民
党
、
国
民
党
に
と
っ
て
は
共
産

党
）
が
中
国
人
民
に
与
え
て
い
る
「
残
虐
行
為
」
を
宣
伝
す
る
こ
と
に
腐

心
し
て
い
た
﹇
徐
・
ス
ピ
ル
マ
ン2014 : 128

﹈。
し
ば
し
ば
そ
の
よ
う
な

「
残
虐
行
為
」
は
日
本
軍
の
そ
れ
に
喩
え
ら
れ
、
時
に
は
後
者
を
凌
ぐ
も

の
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
さ
え
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
九
四
五

年
一
二
月
一
三
日
付
の
国
民
党
系
『
中
央
日
報
』
は
「
山
東
省
は
苦
し
み

続
け
て
い
る
│
│
日
本
支
配
の
八
年
間
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
損
失
よ
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り
、
共
産
党
が
三
か
月
で
与
え
た
損
失
の
方
が
大
き
な
も
の
と
な
っ
た
」

と
い
う
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
共
産
党
系
『
人
民
日

報
』
は
「
蔣
の
率
い
る
盗
賊
は
恥
知
ら
ず
に
も
日
本
の
侵
略
者
が
人
民
を

虐
殺
す
る
の
に
使
っ
た
方
法
を
用
い
て
い
る
」
と
国
民
政
府
の
軍
事
政
策

を
批
判
し
た
。
国
共
内
戦
の
中
で
は
、
国
民
党
と
共
産
党
が
、
か
つ
て
そ

う
し
て
い
た
よ
う
に
共
同
で
抗
日
闘
争
す
る
と
い
う
姿
勢
は
も
は
や
消
滅

し
、
日
本
の
残
虐
性
が
内
戦
期
の
宣
伝
道
具
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
つ
ま
り
、「
南
京
大
虐
殺
」
の
「
公
式
」
の
記
憶
は
当
事
者
に

よ
っ
て
二
つ
に
分
か
れ
た
が
、
両
方
の
当
事
者
と
も
内
戦
の
敵
対
者
を
冒

瀆
す
る
点
で
は
同
じ
よ
う
な
行
動
を
と
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
﹇
徐
・

ス
ピ
ル
マ
ン2014 : 132

﹈。
国
共
両
党
及
び
そ
れ
ぞ
れ
が
率
い
る
人
民
が

互
い
に
憎
悪
を
増
す
一
方
、
結
果
と
し
て
日
本
に
対
す
る
憎
悪
は
知
ら
ず

知
ら
ず
の
う
ち
に「
緩
和
」あ
る
い
は「
解
消
」
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

三
　
他
者
批
判
の
た
め
の
想
起
と
記
憶
の
断
絶 

 

（
一
九
五
〇
～
一
九
八
一
）

　

本
節
及
び
次
節
で
は
『
人
民
日
報
』
の
新
聞
記
事
を
中
心
に
、
報
道
の

内
容
か
ら
中
国
の
政
治
的
思
惑
及
び
中
国
に
お
け
る
対
日
政
策
の
経
緯
を

読
み
取
る
こ
と
に
す
る
。『
人
民
日
報
』
は
、
中
国
共
産
党
の
機
関
紙
と

し
て
、
共
産
党
と
政
府
の
意
思
を
反
映
す
る
新
聞
紙
で
あ
る
。『
人
民
日

報
』
の
記
事
か
ら
中
国
の
内
外
政
策
を
読
み
取
る
と
い
う
方
法
も
し
ば
し

ば
研
究
者
に
利
用
さ
れ
る
。

　

新
聞
紙
の
報
道
を
利
用
し
て
「
南
京
大
虐
殺
」
の
記
憶
を
検
証
す
る
代

表
的
な
研
究
に
つ
い
て
は
、
銭
春
霞
が
南
京
の
地
方
紙
『
新
華
日
報
』
と

『
南
京
日
報
』、
何
揚
鳴
が
『
東
南
日
報
』
及
び
李
紅
濤
と
黄
順
銘
に
よ
る

『
人
民
日
報
』
に
基
づ
く
分
析
が
代
表
例
で
あ
る
﹇
銭2014 ; 

何2014 ; 

李
・
黄2014

﹈。
銭
と
何
は
中
央
機
関
誌
や
全
国
紙
で
は
な
く
、
地
元
紙

を
利
用
し
て
お
り
、
一
地
域
の
集
団
記
憶
を
検
証
す
る
に
は
一
定
の
説
得

力
を
持
っ
て
い
る
が
、「
国
家
記
憶
」
と
し
て
の
「
南
京
大
虐
殺
」
に
言

及
す
る
場
合
に
は
や
や
物
足
り
な
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

李
と
黄
の
研
究
は
「
南
京
大
虐
殺
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
、『
人
民
日

報
』
記
事
の
タ
イ
ト
ル
と
内
容
を
検
索
す
る
な
ど
、「
南
京
大
虐
殺
」
を

報
道
す
る
時
期
と
軍
国
主
義
、
右
派
批
判
と
の
関
連
性
を
分
析
し
た
も
の

で
あ
る
。
既
存
研
究
で
は
言
説
そ
の
も
の
に
対
す
る
検
証
で
あ
り
、
本
研

究
で
は
主
に
言
説
が
発
生
し
た
当
時
の
政
治
的
背
景
、
と
り
わ
け
中
国
国

内
の
政
治
力
学
の
動
向
を
重
点
的
に
分
析
す
る
。

　

本
研
究
で
も
『
人
民
日
報
』
に
関
す
る
「
南
京
大
虐
殺
」
の
言
説
を
検

証
す
る
が
、
研
究
手
法
の
相
違
は
検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
の
取
り
扱
い
方
に
あ

る
。
李
と
黄
は
「
南
京
大
虐
殺
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
す
る
一
方
、
本
研
究

で
は
ま
ず
「
南
京
」
に
関
わ
る
す
べ
て
の
記
事
を
検
索
し
、
そ
の
な
か

「
南
京
大
虐
殺
」
に
言
及
す
る
記
事
を
改
め
て
検
索
す
る
。
そ
の
理
由
は

建
国
後
し
ば
ら
く
の
間
「
南
京
大
虐
殺
」
が
固
有
概
念
と
し
て
定
着
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
作
業
を
通
じ
て
検
索
範
囲
を
広

げ
、
そ
の
中
か
ら
「
南
京
大
虐
殺
」
に
関
す
る
記
事
を
網
羅
的
に
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
作
業
を
通
し

て
、「
南
京
大
虐
殺
」
と
い
う
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
の
発
生
、
普
及
、
定
着
な

ど
い
く
つ
か
の
段
階
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
よ
り
精
度
が
高
ま
る
と
考
え

ら
れ
る
。
以
上
の
方
法
を
通
し
て
、
筆
者
が
検
索
し
た
「
南
京
大
虐
殺
」



表１　「南京大虐殺」に関する『人民日報』の報道状況（1946‒2014）

年　代 掲載回数 論点と背景

1946‒1960 　8 米・日・蔣反動派批判／アメリカの日本再武装

1961‒1981 　0 人民外交の提唱／日中国交回復

1982‒2014 185 日本の歴史認識批判／愛国主義教育の高揚

出所：『人民日報』データベースに基づき、筆者が作成。
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に
関
す
る
新
聞
記
事
は
表
１
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

一
九
五
〇
年
前
後
の
「
南
京
大
虐
殺
」
に
関
す
る
記
事
を
二
つ
検
出
し

た
。
日
本
軍
国
主
義
者
に
よ
る
南
京
で
の
暴
行
を
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ

る
が
、
そ
の
焦
点
は
日
本
で
は
な
く
ア
メ
リ
カ
の
共
謀
と
戦
後
ア
メ
リ
カ

の
日
本
占
領
政
策
で
あ
っ
た
。
例
え

ば
、
一
九
四
九
年
七
月
一
〇
日
の
報
道

で
は
、「
南
京
各
界
人
民
は
日
本
軍
国

主
義
者
が
南
京
を
侵
略
し
た
期
間
に
お

け
る
暴
行
を
控
訴
し
、
米
帝
国
主
義
に

よ
る
日
本
軍
国
主
義
復
活
政
策
に
抗
議

し
、
日
本
侵
略
戦
犯
を
厳
罰
す
る
こ
と

を
要
求
す
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
﹇『
人

民
日
報
』
一
九
四
九
年
七
月
一
〇
日
﹈。

ま
た
、
一
九
五
一
年
二
月
一
三
日
の
報

道
で
は
初
め
て
三
〇
万
人
の
数
字
が
出

さ
れ
、「
一
九
三
七
年
一
二
月
南
京
陥

落
後
、
三
〇
万
人
以
上
の
同
胞
が
虐
殺

さ
れ
た
南
京
市
民
は
、
ア
メ
リ
カ
が
日

本
を
再
武
装
す
る
陰
謀
に
対
し
憤
慨
し

て
い
る
」
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
て
い

る
﹇『
人
民
日
報
』
一
九
五
一
年
二
月

一
三
日
﹈。

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
中
国
の

批
判
の
対
象
は
ア
メ
リ
カ
で
あ
り
、
日

本
は
そ
の
付
属
物
と
し
て
批
判
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
う
し

た
一
連
の
批
判
の
中
で
は
、
日
本
軍
国
主
義
は
直
接
の
標
的
で
は
な
く
、

単
な
る
一
つ
の
批
判
対
象
で
し
か
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
日
本
軍
国
主
義

は
か
つ
て
あ
れ
ほ
ど
南
京
人
民
を
苦
し
め
て
き
た
の
に
、
ア
メ
リ
カ
が
こ

の
軍
国
主
義
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
い
う
こ
と
に
批
判
を
集
中
さ
せ
た
の
で

あ
る
。
特
に
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
し
た
後
、
中
国
は
人
民
義
勇
軍
を
朝
鮮
に

派
遣
さ
せ
る
な
ど
、
米
軍
と
の
正
面
衝
突
が
も
は
や
避
け
ら
れ
な
い
状
況

と
な
っ
て
お
り
、
中
国
人
民
の
反
米
情
熱
を
鼓
舞
す
る
た
め
に
も
、
対
外

批
判
の
な
か
で
対
日
批
判
の
分
量
を
緩
め
、
対
米
批
判
を
重
点
的
に
行
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
中
国
政
府
の
立
場
で
あ
る
が
、
果
た
し
て
中
国
国

民
は
ど
の
よ
う
な
視
線
で
ア
メ
リ
カ
と
日
本
を
見
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

劉
燕
軍
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
中
国
国
民
、
と
り
わ
け
南
京
市
民
は
「
日
本

を
非
常
に
憎
ん
で
い
る
が
、
ア
メ
リ
カ
に
は
そ
れ
ほ
ど
の
憎
し
み
は
な

く
、
む
し
ろ
多
く
の
者
が
、「
南
京
大
虐
殺
」
時
に
ア
メ
リ
カ
宣
教
師
た

ち
が
行
っ
た
積
極
的
な
救
助
活
動
に
対
し
て
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
い

た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
﹇
劉2009

﹈。

　
「
日
本
を
通
し
て
ア
メ
リ
カ
を
攻
撃
す
る
」（
透
過
日
本
来
攻
撃
美
国
）

こ
と
は
「
蔣
介
石
の
腐
敗
を
通
し
て
米
国
の
本
性
を
暴
露
す
る
」（
透
過

蔣
介
石
政
権
的
腐
敗
来
掲
露
美
国
的
真
面
目
）
こ
と
と
同
じ
く
、
新
中
国

成
立
に
お
け
る
外
交
政
策
の
基
本
で
あ
っ
た
﹇
黄2014 : 249

﹈。
し
か

し
、
戦
時
期
に
中
国
の
同
盟
国
で
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
が
中
国
に
与
え
た
残

虐
行
為
は
日
本
よ
り
遥
か
に
少
な
く
、
そ
の
た
め
、
日
本
の
侵
略
を
媒
介

し
て
ア
メ
リ
カ
を
批
判
す
る
ほ
か
は
な
か
っ
た
。
日
本
軍
の
南
京
暴
行
へ

の
控
訴
を
出
発
点
に
し
て
、
米
帝
国
主
義
と
蔣
匪
反
革
命
分
子
を
関
連
付
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け
て
い
た
当
時
の
中
国
の
行
動
綱
領
で
は
、「
米
・
蔣
・
日
は
意
気
投
合

し
た
悪
者
同
士
で
あ
る
」
と
強
調
し
て
い
る
﹇
中
共
南
京
市
委
党
史
弁
公

室
・
南
京
市
檔
案
局
編2002 : 3‌8

﹈。

　

朝
鮮
戦
争
が
進
行
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
国
内
で
は
「
抗
米
援
朝
」
の

愛
国
運
動
が
大
々
的
に
展
開
さ
れ
、
不
幸
に
も
「
南
京
大
虐
殺
」
は
反
米

の
道
具
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
南
京
陥
落
後
に
ア
メ
リ
カ
人
宣

教
師
や
大
学
教
員
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
「
南
京
難
民
区
国
際
委
員
会
」

は
「
日
本
侵
略
軍
の
代
弁
者
で
あ
り
、
日
本
軍
の
点
呼
に
従
い
、
婦
人
を

日
本
軍
に
送
る
な
ど
の
行
為
が
頻
繁
に
発
生
し
た
」
と
批
判
さ
れ
て
い
る

﹇『
新
華
日
報
』
一
九
五
一
年
二
月
二
六
日
﹈。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、「
南

京
大
虐
殺
」
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
側
の
不
正
行
為
を
摘
発
す
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
南
京
市
で
行
わ
れ
、
数
多
く
の
ア
メ
リ
カ
人
大
学
教
員
や
宣
教

師
が
批
判
さ
れ
、
な
か
に
は
強
制
送
還
さ
れ
る
事
例
も
出
た
と
い
う
﹇『
人

民
日
報
』
一
九
五
一
年
一
月
三
一
日
、『
人
民
日
報
』
一
九
五
一
年
八
月

二
九
日
、Yoshida 2006 : 6‌8

﹈。

　

一
九
五
二
〜
一
九
五
九
年
の
間
、「
南
京
大
虐
殺
」
に
関
す
る
報
道
は

一
旦
沈
静
化
し
た
が
、
一
九
六
〇
年
に
入
っ
て
再
び
活
発
に
な
っ
た
。
一

九
六
〇
年
は
「
日
米
安
保
条
約
」
改
定
の
年
に
あ
た
り
、
中
国
政
府
は
日

本
人
民
の
反
岸
政
権
・
反
米
運
動
を
支
援
す
る
形
で
、
日
本
軍
国
主
義
批

判
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
一
九
六
〇
年
に
「
南
京
大

虐
殺
」
に
つ
い
て
四
つ
の
記
事
が
検
出
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
「
安
保
闘

争
」
最
中
の
五
月
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
九
六
〇
年

五
月
一
四
日
の
報
道
で
は
「
一
九
三
七
年
に
日
本
帝
国
主
義
侵
略
者
に
蹂

躙
さ
れ
た
南
京
市
で
は
、
四
〇
万
人
の
市
民
に
よ
っ
て
自
発
的
な
「
日
米

軍
事
同
盟
条
約
反
対
」
の
集
会
が
行
わ
れ
た
」
と
い
う
内
容
の
記
事
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
﹇『
人
民
日
報
』
一
九
六
〇
年
五
月
一
四
日
﹈。

　

朱
建
栄
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
九
年
の
中
華
人
民
共
和
国
建
国
か
ら
一
九

七
二
年
の
日
中
国
交
正
常
化
に
至
る
ま
で
の
間
に
、
中
国
政
府
は
前
後
三

回
の
日
本
軍
国
主
義
批
判
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
た
﹇
朱

1994

﹈。
第
一
回
目
は
新
中
国
成
立
か
ら
朝
鮮
戦
争
ま
で
の
間
で
あ
り
、

第
二
回
目
は
岸
信
介
政
権
（
一
九
五
七
〜
一
九
六
〇
年
、
特
に
一
九
六
〇

年
代
の
日
米
安
保
条
約
改
正
に
対
す
る
批
判
が
激
し
か
っ
た
）
の
時
代
で

あ
る
。『
人
民
日
報
』
の
「
南
京
大
虐
殺
」
に
関
す
る
記
事
が
、
批
判

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
合
わ
せ
て
一
九
五
〇
年
前
後
と
一
九
六
〇
年
に
集
中
的

に
登
場
し
た
こ
と
は
偶
然
で
は
な
い
。
あ
る
意
味
で
は
「
南
京
大
虐
殺
」

は
「
日
本
軍
国
主
義
批
判
」
の
材
料
と
し
て
使
わ
れ
た
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
国
政
府
に
よ
る
「
日
本
軍
国
主
義
批

判
」
は
決
し
て
日
本
政
府
を
名
指
し
て
批
判
す
る
の
で
は
な
く
、
専
ら

「
対
米
従
属
」
的
な
「
日
本
軍
国
主
義
」
を
批
判
の
対
象
と
し
て
き
た
と

解
釈
で
き
る
﹇
岡
部1976 : 8‌0

﹈。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
期
に
お
け
る

中
国
の
対
日
批
判
は
あ
く
ま
で
も
ア
メ
リ
カ
が
主
要
敵
と
い
う
全
般
的
な

認
識
の
中
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、「
対
日
批
判
の
狙
い
は
対
ア
メ
リ

カ
批
判
」
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
﹇
朱1994 : 309

﹈。

　

一
九
六
一
〜
一
九
八
一
年
の
二
〇
年
間
は
「
南
京
大
虐
殺
」
に
関
す
る

記
事
が
完
全
に
消
え
た
時
期
で
あ
る
。
こ
の
二
〇
年
間
は
、
一
九
七
二
年

の
国
交
正
常
化
を
転
換
点
に
し
て
さ
ら
に
二
つ
の
時
期
に
区
分
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
一
九
六
一
年
か
ら
一
九
七
二
年
ま
で
の
日
中
関
係
は
、
依
然

と
し
て
公
式
関
係
を
持
た
ず
、
い
わ
ゆ
る
「
政
経
分
離
」
と
い
う
「
非
正
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常
関
係
」
の
継
続
で
あ
る
。
と
り
わ
け
佐
藤
栄
作
内
閣
期
に
は
、「
日
韓

基
本
条
約
」
の
締
結
、
日
台
関
係
の
再
確
認
、
及
び
日
本
資
本
の
急
速
な

東
南
ア
ジ
ア
進
出
を
背
景
に
、
急
進
的
な
文
化
大
革
命
を
進
め
て
い
た
中

国
は
、
日
本
軍
国
主
義
復
活
の
可
能
性
に
警
戒
を
示
し
、
一
九
七
〇
年
か

ら
一
九
七
一
年
に
か
け
て
は
、「
日
本
の
軍
国
主
義
は
す
で
に
復
活
し

た
」
と
批
判
の
頂
点
に
達
し
た
﹇
朱1994 : 307

﹈。
し
か
し
、
こ
の
時
は

前
二
回
の
批
判
と
異
な
り
、「
南
京
大
虐
殺
」
を
取
り
上
げ
て
批
判
し
た

痕
跡
が
見
つ
か
ら
な
い
。
一
九
五
〇
年
前
後
と
一
九
六
〇
年
当
時
に
お
い

て
は
、
数
は
多
い
と
は
言
え
な
い
が
、「
南
京
大
虐
殺
」
は
確
実
に
『
人

民
日
報
』
で
報
道
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
を
名
指
し
て
批
判
す
る
一
方
で
、
日

本
軍
国
主
義
の
加
害
行
為
の
事
実
を
認
め
る
中
国
人
は
少
な
く
は
な
か
っ

た
。
そ
の
後
の
二
〇
年
間
に
お
い
て
「
南
京
大
虐
殺
」
の
記
事
が
消
滅
し

た
こ
と
は
い
か
に
も
不
可
解
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
既
存
の
研
究
で
は
よ
く
「
毛
沢
東
の
日
本
認

識
」「
文
化
大
革
命
の
影
響
」「
国
際
政
治
環
境
の
変
化
」
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
。
遠
藤
誉
は
、「
毛
沢
東
は
「
南
京
大
虐
殺
」
に
関
し
て
触
れ

た
が
ら
ず
、
教
育
現
場
で
も
基
本
的
に
教
え
て
い
な
い
。
そ
れ
は
中
国
人

民
の
反
日
感
情
と
日
本
国
民
の
反
中
感
情
を
抑
え
て
日
本
を
台
湾
の
蔣
介

石
側
に
で
は
な
く
、
毛
沢
東
側
に
つ
け
て
お
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
も

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
最
も
大
き
な
理
由
は
、
南
京
事
件
発
生
時
に
毛
沢

東
ら
は
延
安
と
い
う
山
奥
に
逃
げ
て
い
て
日
本
軍
と
あ
ま
り
戦
っ
て
い
な

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
」
と
推
察
し
て
い
る
﹇
遠
藤2015 : 1‌9

﹈。
さ
ら
に

遠
藤
は
「
南
京
大
虐
殺
が
中
国
の
教
科
書
に
載
り
は
じ
め
た
の
は
、
毛
沢

東
逝
去
後
、
改
革
開
放
が
始
ま
っ
て
か
ら
の
こ
と
だ
」
と
補
足
し
て
い
る

﹇
遠
藤2015 : 2‌0

﹈。
一
方
で
、
遠
藤
の
指
摘
の
中
に
は
事
実
誤
認
の
部
分

が
あ
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
例
え
ば
、
毛
沢
東
の
存
命
中
に
、『
人

民
日
報
』
で
も
歴
史
教
科
書
で
も
き
ち
ん
と
虐
殺
の
事
実
を
伝
え
た
時
期

は
あ
っ
た
。
前
述
し
た
一
九
五
〇
年
の
『
人
民
日
報
』
の
報
道
は
そ
の
具

体
的
な
例
で
あ
る
。
歴
史
教
科
書
に
つ
い
て
い
え
ば
、
一
九
五
六
年
、
中

国
人
民
大
学
、
北
京
大
学
、
東
北
人
民
大
学
（
一
九
五
八
年
吉
林
大
学
に

改
称
）
な
ど
の
大
学
が
編
集
し
た
『
中
国
通
史
│
│
半
封
建
半
植
民
社
会

時
代
（
下
）
教
学
大
綱
』（
草
案
）
が
『
教
学
與
研
究
』
誌
に
公
刊
さ
れ
、

「
南
京
大
虐
殺
」
が
日
本
軍
国
主
義
占
領
区
の
虐
殺
暴
行
の
典
型
と
し
て

『
大
綱
』
第
三
篇
第
十
二
章
第
三
節
第
三
項
目
の
タ
イ
ト
ル
に
選
択
さ
れ

た
﹇
中
国
人
民
大
学
ほ
か1956

﹈。
ま
た
、
一
九
五
七
年
版
の
高
等
学
校

教
科
書
『
中
国
歴
史
』
第
四
冊
で
は
「
南
京
大
虐
殺
」
の
経
緯
を
詳
し
く

記
述
し
て
い
る
﹇
高
級
中
学
課
本1957

﹈。

　

こ
れ
に
対
し
て
一
九
六
〇
年
代
に
言
及
が
皆
無
で
あ
っ
た
の
は
、
中
国

政
府
の
「
人
民
友
好
外
交
」
が
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
日
中

友
好
と
い
う
外
交
課
題
を
優
先
さ
せ
て
、
そ
れ
に
悪
影
響
を
与
え
か
ね
な

い
言
及
を
控
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
﹇
砂
山2001 : 6‌8

﹈。「
人
民
友
好

外
交
」
政
策
は
「
以
民
促
官
」（
民
間
交
流
を
以
て
、
政
府
レ
ベ
ル
の
交

流
を
促
す
）
の
た
め
、
一
九
五
〇
年
後
半
に
導
入
さ
れ
た
が
、
岸
政
権
の

反
共
政
策
で
挫
折
し
て
い
た
。
一
九
六
〇
年
代
に
入
っ
て
、
岸
政
権
を
継

い
だ
池
田
政
権
は
政
治
的
に
低
姿
勢
政
策
を
取
り
、
対
中
政
策
も
あ
る
程

度
緩
和
さ
れ
る
模
様
を
呈
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
中
国
政
府
は
民
間
交
流

を
再
開
さ
せ
、
経
済
分
野
に
お
い
て
は
「
Ｌ
Ｔ
貿
易
」（
廖
承
志
・
高
碕

達
之
助
）
と
い
う
「
覚
書
貿
易
」
の
か
た
ち
で
活
発
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
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に
な
っ
た
。
中
国
は
「
民
か
ら
官
へ
、
経
済
か
ら
政
治
へ
」
と
い
う
ル
ー

ト
で
徐
々
に
日
中
関
係
を
国
交
正
常
化
の
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
を
望
ん
で

い
た
が
、
日
本
側
が
慎
重
な
姿
勢
を
崩
さ
ず
、
民
間
関
係
と
公
式
関
係
、

経
済
関
係
と
政
治
関
係
を
厳
格
に
区
分
し
、「
人
民
友
好
外
交
」
を
国
交

正
常
化
の
打
開
策
と
す
る
意
図
は
実
質
的
に
は
難
航
し
た
の
で
あ
っ
た

﹇
井
上2010 : 295 ‒296
﹈。

　
「
人
民
友
好
外
交
」
の
も
と
で
、
一
九
六
〇
年
代
に
お
い
て
は
、
民
間

や
知
識
人
な
ど
の
「
南
京
大
虐
殺
」
に
関
す
る
研
究
が
公
表
さ
れ
る
こ
と

は
少
な
く
な
っ
た
﹇
高2015 : 8‌2
﹈。
一
九
六
〇
年
五
月
二
六
日
『
人
民

日
報
』
に
よ
る
と
、
日
本
人
民
の
反
岸
政
権
・
反
米
帝
国
主
義
を
支
持
す

る
形
で
、
南
京
大
学
歴
史
学
科
の
若
手
研
究
グ
ル
ー
プ
は
「
南
京
大
虐

殺
」
と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
り
、
日
本
フ
ァ
シ
ス
ト
が
南
京
に
お
い

て
行
っ
た
暴
行
を
暴
い
た
の
で
あ
る
﹇『
人
民
日
報
』
一
九
六
〇
年
五
月

二
六
日
﹈。
し
か
し
、
二
年
後
当
該
グ
ル
ー
プ
の
研
究
が
完
成
し
た
際

に
、『
人
民
日
報
』
は
こ
れ
に
つ
い
て
一
切
の
報
道
も
せ
ず
、
研
究
成
果

の
出
版
も
禁
止
さ
れ
た
﹇H

e 2009 : 153

﹈。
ま
た
、「
東
京
裁
判
」
に
お

い
て
中
国
側
の
裁
判
官
を
務
め
た
梅
汝
璈
は
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
「
南

京
大
虐
殺
」
に
関
す
る
文
筆
活
動
に
力
を
注
い
だ
が
、
一
九
六
〇
年
代
に

公
表
し
た
「
南
京
大
虐
殺
」
に
関
す
る
文
章
は
、「
民
族
嫌
悪
感
情
に
挑

み
、
人
民
友
好
の
大
義
を
破
壊
し
た
」
と
い
う
理
由
で
批
判
さ
れ
た
の
で

あ
る
﹇H

e 2009 : 153 ; Yang 1999 : 858

﹈。
梅
の
息
子
で
あ
る
梅
小
璈
の

証
言
に
よ
る
と
、
一
九
六
〇
年
代
、
特
に
文
革
に
入
っ
て
以
後
、
梅
の

「
東
京
裁
判
」
に
関
す
る
書
類
は
上
記
の
理
由
で
没
収
さ
れ
、
焼
却
さ
れ

た
と
の
こ
と
で
あ
る
﹇
梅2005 : 158

﹈。
笠
原
十
九
司
に
よ
れ
ば
、
中
国

政
府
当
局
は
一
九
五
〇
年
代
、
六
〇
年
代
に
南
京
事
件
に
関
し
て
生
存
す

る
被
害
者
に
面
接
調
査
を
行
っ
た
が
、
そ
の
結
果
の
詳
細
は
公
表
さ
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
一
九
六
六
年
か
ら
中
国
で
は
「
動
乱
の
十

年
」
と
い
わ
れ
た
文
化
大
革
命
が
展
開
さ
れ
た
が
、
こ
の
時
は
日
本
軍
の

慰
安
婦
に
さ
れ
た
人
た
ち
も
日
本
兵
と
関
係
が
あ
っ
た
と
い
う
だ
け
で
迫

害
の
口
実
に
さ
れ
、
さ
ら
に
日
本
軍
に
凌
辱
さ
れ
た
女
性
さ
え
も
日
本
軍

と
関
係
が
あ
っ
た
と
し
て
迫
害
の
対
象
に
な
っ
た
の
で
あ
る
﹇
笠
原

2002 : 233

﹈。

　

中
国
国
内
の
状
況
に
つ
い
て
い
え
ば
、
一
九
六
〇
年
代
は
中
国
国
内
階

級
闘
争
の
最
も
激
し
い
時
期
で
も
あ
っ
た
。
高
蕊
が
述
べ
て
い
る
よ
う

に
、
中
国
の
抗
日
戦
争
の
記
憶
は
二
つ
の
次
元
で
語
ら
れ
て
い
る
。
日
本

の
侵
略
者
は
単
に
「
表
面
的
な
敵
」
で
あ
り
、「
真
の
敵
」
は
国
民
党
政

権
を
代
表
す
る
「
階
級
の
敵
」
で
あ
っ
た
﹇
高2015 : 8‌3

﹈。
一
九
六
五

年
、
抗
日
戦
争
勝
利
二
〇
周
年
に
あ
た
り
、
当
時
国
家
副
主
席
を
務
め
た

林
彪
は
、
日
本
侵
略
軍
の
暴
行
や
犯
罪
な
ど
に
一
言
も
触
れ
ず
、
国
民
党

の
「
裏
切
り
」「
消
極
抗
戦
、
積
極
反
共
」「
虐
殺
」
は
日
本
軍
よ
り
野
蛮

な
行
為
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
し
た
﹇
林1965 ; 

高2015 : 8‌4

﹈。
秦
郁
彦

に
よ
れ
ば
、
一
九
六
〇
年
代
に
お
け
る
中
国
の
歴
史
教
科
書
は
、
南
京
事

件
に
関
し
て
国
民
政
府
批
判
の
立
場
か
ら
書
か
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
当

時
の
小
中
学
校
用
歴
史
教
科
書
は
、「
国
民
党
守
軍
十
五
万
人
は
、
ひ
と

た
び
敵
軍
に
包
囲
さ
れ
る
と
、
す
ぐ
に
慌
て
ふ
た
め
い
て
退
却
し
て
…
…

殺
害
さ
れ
た
者
は
三
十
万
人
を
下
ら
な
か
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
﹇
秦

2007 : 264
﹈。

　

南
京
民
間
抗
日
戦
争
博
物
館
館
長
を
務
め
て
い
る
呉
先
斌
は
こ
の
時
期
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に
つ
い
て
、「
我
々
は
ト
ラ
ウ
マ
を
抱
え
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
ト
ラ

ウ
マ
に
対
し
て
悲
し
む
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
」（
我
們
有
傷
、
却
従
未

傷
悲
過
）
と
回
想
し
て
い
る
﹇
屈2014

﹈。
こ
こ
で
の
「
ト
ラ
ウ
マ
」
は

名
実
と
も
に
心
的
外
傷
で
あ
り
、
そ
れ
は
心
の
中
に
潜
む
傷
と
な
っ
て
、

表
出
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
Ｊ
・
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
（Jeffrey 

A
lexander

）
ほ
か
は
、「
出
来
事
は
出
来
事
の
ま
ま
で
、
出
来
事
に
対
す

る
表
現
は
全
く
別
の
こ
と
で
あ
る
」
と
指
摘
し
、
ま
さ
に
当
時
の
南
京
民

衆
の
心
境
を
如
実
に
言
い
当
て
て
い
る
﹇A

lexander et al. 2004 :10

﹈。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
は
一
九
七
〇
年
代
ま
で
続
い
た
。
一
九
七
二
年
の

「
日
中
国
交
正
常
化
」
と
一
九
七
八
年
の
「
日
中
平
和
友
好
条
約
」
の
締

結
に
よ
っ
て
、
中
国
政
府
は
「
友
好
」
を
基
調
と
す
る
対
日
政
策
を
貫
い

て
お
り
、
消
極
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
有
す
る
「
南
京
大
虐
殺
」
は
決
し
て
表

面
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。『
東
京
新
聞
』『
中
日
新
聞
』
論
説
主
幹
で

あ
っ
た
清
水
美
和
に
よ
れ
ば
、
一
九
七
〇
年
代
に
新
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

と
し
て
、
南
京
で
「
南
京
大
虐
殺
犠
牲
者
の
慰
霊
碑
を
訪
れ
た
い
」
と
何

度
も
要
望
し
た
が
、
南
京
市
か
ら
「
も
う
過
去
の
こ
と
だ
か
ら
」
と
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
と
証
言
し
て
い
る
﹇
清
水2003 : 9

﹈。

　

総
じ
て
い
え
ば
一
九
六
〇
〜
一
九
七
〇
年
代
と
い
う
の
は
、「
階
級
闘

争
」
が
依
然
と
し
て
主
要
任
務
と
さ
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。「
階
級
闘

争
」
の
持
つ
パ
ワ
ー
は
抗
日
戦
争
の
記
憶
よ
り
遥
か
に
強
固
で
あ
り
、

「
階
級
」
は
「
民
族
」（
日
本
人
 vs. 

中
国
人
、
我
々
 vs. 

他
者
、
加
害
者
 vs. 

被

害
者
）
を
越
え
て
、
あ
る
種
の
普
遍
性
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
﹇
高

2015 : 8‌1

﹈。
抗
日
戦
争
中
に
お
け
る
加
害
者
と
被
害
者
と
い
う
区
分
は

「
人
種
・
民
族
・
国
境
」
を
越
え
る
「
階
級
」
に
代
え
ら
れ
、
本
来
加
害

者
で
あ
っ
た
日
本
軍
兵
士
が
邪
悪
な
加
害
者
で
は
な
く
貧
乏
な
無
産
階
級

と
位
置
付
け
ら
れ
た
。
中
国
が
描
い
た
図
式
は
、
日
本
人
民
と
「
日
本
軍

国
主
義
」
の
対
立
を
基
本
と
し
、
前
者
を
中
国
人
民
が
支
援
し
、
後
者
は

「
米
帝
国
主
義
」
が
操
っ
て
い
る
と
い
う
構
図
で
あ
っ
た
﹇
江
藤

2014

﹈。
毛
沢
東
時
代
に
お
け
る
中
国
の
「
友
好
史
観
」「
戦
争
責
任
区
別

論
」「
人
民
外
交
」
政
策
の
出
発
点
は
基
本
的
に
こ
の
論
理
に
依
拠
し
て

い
る
。

　

こ
う
し
て
、「
南
京
大
虐
殺
」
に
対
す
る
感
情
と
事
実
の
間
に
は
ズ
レ

が
生
じ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
本
来
南
京
市
民
が
最
も
憎
む
べ
き
対
象
は

日
本
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
の
政
策
に
従
っ
て
ア
メ
リ
カ
を

批
判
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
中

国
は
「
記
憶
の
断
層
期
」
に
入
っ
た
。
高
蕊
は
こ
う
い
う
記
憶
の
断
層
を

「
文
化
性
健
忘
」（cultural am

nesia

）
と
定
義
し
、
中
国
政
治
外
交
研
究

者
の
Ｊ
・
レ
ー
リ
（Jam

es R
eilly

）
は
「
善
意
的
忘
却
」（C

hina’ s benevo -
lent am

nesia

）
の
一
時
期
と
呼
ん
で
い
る
﹇
高2015 ; R

eilly 2011 : 
468

﹈。
中
国
国
民
、
特
に
南
京
の
人
々
は
正
々
堂
々
と
真
正
面
か
ら
「
屈

辱
の
記
憶
」
を
言
い
出
す
機
会
を
逃
し
て
し
ま
い
、
中
国
に
お
け
る
記
憶

の
断
層
が
作
ら
れ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

四
　
記
念
儀
式
と
し
て
の
「
南
京
大
虐
殺
」 

 

（
一
九
八
二
～
二
〇
一
四
）

　

一
九
八
〇
年
代
に
入
る
と
、「
南
京
大
虐
殺
」
に
関
す
る
報
道
は
急
増

し
た
。
一
九
八
二
年
か
ら
二
〇
一
四
年
ま
で
の
三
三
年
間
、『
人
民
日

報
』
に
よ
る
報
道
記
事
数
は
一
八
五
件
計
上
さ
れ
、
ほ
ぼ
毎
年
（
報
道
さ



ピース大阪「南京大虐殺」を
否定する集会；東史郎裁判

「南京大虐殺犠牲者
国家追悼日」を決定

抗日戦争勝利 周年
「南京大虐殺」 周年

天皇訪中

第一・二次
歴史教科書事件

（件）

図１　『人民日報』における「南京大虐殺」に関する報道件数（1982‒2014）

出所：『人民日報』のデータベースに基づき、筆者が作成。
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れ
な
い
年
は
一
九
八
三
年
、
一
九
九
二
年
、
一
九
九
三
年
、
二
〇
〇
九

年
、
二
〇
一
〇
年
の
み
）
そ
れ
に
関
連
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

集
中
的
に
報
道
さ
れ
る
年
も
あ
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
報
道
さ
れ
て
い
な
い
年

も
あ
る
が
、
急
増
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

図
１
で
わ
か
る
よ
う
に
、
一
九
八
二
〜
二
〇
一
四
年
の
報
道
記
事
上
位

五
位
の
報
道
年
は
そ
れ
ぞ
れ
、
二
〇
〇
〇
年
（
二
九
件
）、
二
〇
一
四
年

（
二
〇
件
）、
一
九
九
五
年
（
一
六
件
）、
一
九
九
七
年
（
一
六
件
）、
一
九

八
七
年
（
一
〇
件
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
年
に
多
く
報
道
さ
れ
た
理
由
は

中
国
と
日
本
の
国
内
事
情
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
〇
〇
〇
年
が
記

事
数
で
一
位
に
ラ
ン
ク
付
け
ら
れ
た
の
は
、
専
ら
日
本
側
の
否
定
的
認
識

に
対
す
る
中
国
の
批
判
で
あ
る
。
大
阪
国
際
平
和
セ
ン
タ
ー
が
「
二
〇
世

紀
最
大
の
ウ
ソ
「
南
京
大
虐
殺
」
の
徹
底
検
証
」
の
集
会
に
施
設
使
用
を

許
可
し
た
こ
と
に
対
す
る
反
発
、
及
び
「
南
京
大
虐
殺
」
を
め
ぐ
る
日
本

友
好
団
体
・
個
人
（
特
筆
す
べ
き
な
の
は
「
東
史
郎
裁
判
」）
の
行
動

が
、
二
〇
〇
〇
年
『
人
民
日
報
』
の
主
要
内
容
で
あ
る
。
一
九
九
五
年
と

一
九
九
七
年
は
そ
れ
ぞ
れ
「
抗
日
戦
争
勝
利
五
〇
周
年
」
と
「
南
京
大
虐

殺
六
〇
周
年
」
に
当
た
る
年
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
二
〇
一
四
年
は
中
国
国

内
の
事
情
、
す
な
わ
ち
中
国
政
府
が
公
式
的
に
「
南
京
大
虐
殺
犠
牲
者
国

家
追
悼
日
」
を
設
定
し
、
盛
大
に
記
念
し
始
め
た
年
で
あ
っ
た
。
時
期
的

に
見
る
と
、
一
九
九
五
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
に
か
け
て
他
の
い
ず
れ
の
時

期
よ
り
掲
載
記
事
が
多
い
。
こ
れ
と
関
連
す
る
議
論
は
、
江
沢
民
指
導
下

の
中
国
に
お
け
る
反
日
的
愛
国
教
育
の
効
果
で
あ
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る

﹇W
eiss 2014

﹈。
つ
ま
り
、「
南
京
大
虐
殺
」
が
多
く
言
及
さ
れ
た
こ
と

は
、
一
九
九
四
年
か
ら
の
愛
国
主
義
教
育
の
強
化
に
よ
り
歴
史
教
育
に
お
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い
て
「
抗
日
戦
争
」
が
全
面
に
押
し
出
さ
れ
た
典
型
的
な
例
で
あ
っ
た
と

い
え
る
。

　
『
人
民
日
報
』
に
よ
る
報
道
の
頻
度
は
二
つ
の
側
面
に
影
響
さ
れ
た
。

ま
ず
、
日
本
側
の
行
動
、
と
り
も
な
お
さ
ず
い
わ
ゆ
る
「
歴
史
修
正
主

義
」
的
な
発
言
と
行
動
に
求
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
日
本
側
の
否
定
的
な

発
言
と
行
動
を
受
け
て
の
中
国
側
か
ら
の
反
発
行
為
と
理
解
し
て
よ
い
だ

ろ
う
。
例
え
ば
、
一
九
八
二
年
に
起
こ
っ
た
第
一
次
歴
史
教
科
書
問
題
は

「
南
京
大
虐
殺
」
が
想
起
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
六
月
二
六
日
、

文
部
省
が
歴
史
教
科
書
検
定
に
際
し
て
「
侵
略
」
を
「
進
出
」
に
書
き
換

え
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
日
本
の
新
聞
各
紙
に
報
道
さ
れ
た
。
そ
の
後
各

紙
が
六
月
二
六
日
の
報
道
を
誤
報
と
認
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
国
の

批
判
は
止
む
こ
と
は
な
か
っ
た
﹇
服
部2015 : 24 ‒28

﹈。
一
九
九
〇
年
に

四
つ
の
関
連
記
事
が
検
出
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
当
時
衆
議
院
議
員
を
務

め
た
石
原
慎
太
郎
に
よ
る
「
南
京
大
虐
殺
」
を
否
定
す
る
発
言
に
対
す
る

批
判
で
あ
っ
た
﹇『
人
民
日
報
』
一
九
九
〇
年
一
一
月
一
六
日
﹈。
日
本
の

政
治
家
や
右
翼
団
体
か
ら
挑
発
的
な
発
言
や
行
動
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ら
へ

の
対
応
と
し
て
中
国
が
批
判
・
反
発
す
る
と
い
う
応
酬
が
基
本
的
な
パ

タ
ー
ン
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
の
側
面
は
中
国
政
府
内
部
の
行
動
に
求
め
ら
れ
る
﹇
岡
田

1982

﹈。
す
な
わ
ち
、『
人
民
日
報
』
な
ど
の
批
判
的
な
報
道
は
基
本
的

に
、
中
国
政
府
指
導
者
の
指
示
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
解
釈
で
あ

る
。
江
藤
名
保
子
は
一
九
八
二
年
第
一
次
歴
史
教
科
書
「
歴
史
改
ざ
ん
」

批
判
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
政
策
決
定
に
お
い
て
、
当
時
宣
伝
工
作
に
携
わ
っ

た
胡
喬
木
が
果
た
し
た
役
割
は
重
大
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
﹇
江
藤

2014 : 50 ‒52

﹈。
江
藤
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
批
判
的
報
道
は
少
な
く

と
も
二
つ
の
政
治
的
効
果
を
も
っ
て
い
る
。
第
一
に
、
近
代
化
を
推
進
す

る
に
あ
た
り
、
社
会
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
代
わ
る
新
し
い
国
家
凝
集
力

の
核
と
し
て
「
愛
国
主
義
」
を
導
入
・
普
及
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二

に
、
日
本
に
対
し
て
顕
著
で
あ
っ
た
過
剰
な
期
待
・
依
存
傾
向
を
抑
制

し
、
国
内
の
政
治
的
要
請
に
合
わ
せ
て
対
外
協
調
の
範
囲
を
調
節
す
る
こ

と
で
あ
る
﹇
江
藤2014 : 7‌3

﹈。

　

李
紅
濤
と
黄
順
銘
の
調
査
結
果
も
国
内
政
治
の
側
面
を
裏
付
け
て
い

る
。『
人
民
日
報
』
を
紙
面
別
に
見
る
と
、「
南
京
大
虐
殺
」
に
関
す
る
報

道
件
数
の
六
割
は
国
内
版
に
集
中
し
て
お
り
、
残
り
の
四
割
は
国
際
版
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
﹇
李
・
黄2014 : 4‌3

﹈。
さ

ら
に
、
近
年
の
趨
勢
と
し
て
国
内
版
の
報
道
数
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
国

内
志
向
が
読
み
取
れ
る
。
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
て
、「
南
京
大
虐

殺
」
に
関
す
る
情
報
発
信
は
「
国
内
問
題
」
と
い
う
位
置
付
け
が
色
濃
く

な
る
と
い
え
る
。

　

具
体
的
に
こ
れ
ら
の
政
治
的
要
請
と
は
何
を
指
す
の
か
と
い
う
と
、
時

期
に
よ
っ
て
そ
の
内
容
は
移
り
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
何
憶
楠
は
一
九
八

〇
年
代
に
お
け
る
中
国
の
対
日
批
判
は
基
本
的
に
「
国
内
政
治
闘
争
の
結

果
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
﹇H

e 2009 : 230 ‒232

﹈。
対
外
政
策
の
全

般
に
つ
い
て
は
、
政
府
内
部
で
は
、「
改
革
派
」
と
「
保
守
派
」
に
分
か

れ
対
立
し
て
い
た
。
胡
耀
邦
を
は
じ
め
と
す
る
「
改
革
派
」
が
宥
和
的
な

対
日
政
策
を
取
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
陳
雲
や
葉
剣
英
な
ど
の
元
老

は
「
保
守
派
」
と
見
做
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
鄧
小
平
は
自
分
の
改
革
開

放
政
策
を
円
滑
に
推
し
進
め
る
た
め
に
、
対
日
政
策
の
分
野
に
お
い
て
も
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「
保
守
派
」
の
了
承
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し

た
中
、「
保
守
派
」
と
の
妥
協
点
の
一
つ
は
歴
史
教
科
書
問
題
を
め
ぐ
る

日
本
批
判
で
あ
り
、「
南
京
大
虐
殺
」
記
事
の
頻
出
も
そ
の
表
れ
で
あ
ろ

う
﹇H

e 2009 : 212 ‒214

﹈。

　

一
九
九
〇
年
以
降
に
お
け
る
対
日
報
道
の
批
判
的
な
ス
タ
ン
ス
は
、

「
反
日
愛
国
教
育
」
云
々
と
の
指
摘
が
あ
る
が
、
愛
国
教
育
の
最
終
目
的

は
反
日
そ
の
も
の
に
は
な
く
、
政
権
維
持
の
布
石
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ

る
。
清
水
美
和
は
「
天
安
門
事
件
で
共
産
党
の
理
想
が
色
褪
せ
、
党
の
威

信
が
大
き
く
揺
ら
い
だ
こ
と
で
、
共
産
党
は
支
配
の
正
当
性
を
強
調
す
る

た
め
に
抗
日
戦
争
の
記
憶
を
呼
び
起
こ
す
必
要
が
あ
る
」
と
愛
国
教
育
の

本
質
を
指
摘
し
て
い
る
﹇
清
水2003 : 1‌1
﹈。
こ
う
し
た
状
況
は
Ｅ
・
Ｈ
・

カ
ー
の
言
葉
を
使
え
ば
、
国
家
的
社
会
内
の
「
一
見
融
和
し
が
た
い
利
益

を
融
和
せ
し
め
る
」
た
め
の
「
国
内
消
費
用
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
﹇
カ
ー1966 : 304

﹈。

　

Ａ
・
Ｓ
・
ホ
ワ
イ
テ
ィ
ン
グ
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
中
国
の
対
日
認
識

は
「
友
好
」
と
「
批
判
」
の
間
の
振
り
子
の
よ
う
な
存
在
で
も
あ
る
﹇
ホ

ワ
イ
テ
ィ
ン
グ1993 : 4‌2

﹈。
政
策
的
合
理
性
の
下
で
批
判
す
る
必
要
が

あ
る
時
に
は
、「
南
京
大
虐
殺
」
を
大
々
的
に
取
り
上
げ
て
批
判
す
る
。

一
方
で
、
友
好
的
な
姿
勢
を
演
出
す
る
時
に
は
、「
南
京
大
虐
殺
」
に
関

す
る
報
道
が
自
制
的
に
な
る
傾
向
が
あ
る
。
一
九
九
二
年
前
後
そ
れ
に
関

す
る
報
道
数
が
「
ゼ
ロ
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
天
皇
訪
中
の
た
め
の
雰
囲

気
作
り
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
八
〜
二
〇
〇
九
年

の
報
道
数
が
「
ゼ
ロ
」
で
あ
っ
た
の
は
、
ポ
ス
ト
小
泉
時
代
に
お
け
る
日

中
関
係
の
回
復
と
、「
政
権
交
代
」
後
の
民
主
党
政
権
に
対
す
る
期
待
を

そ
こ
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

李
紅
濤
と
黄
順
銘
は
、
報
道
内
容
を
四
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
（「
記
念
的

イ
ベ
ン
ト
」「
日
本
の
否
定
的
言
説
及
び
こ
れ
に
対
す
る
中
国
側
の
批

判
」「
日
本
国
内
の
反
省
」「
虐
殺
の
証
拠
と
証
言
」）
に
分
け
て
、
報
道

内
容
を
検
証
し
て
い
る
。
彼
ら
に
よ
れ
ば
、
以
上
四
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の

中
で
、
一
番
多
い
の
は
「
記
念
的
イ
ベ
ン
ト
」（
四
三
・
一
％
）
で
あ
る
。

「
日
本
の
否
定
的
言
説
及
び
こ
れ
に
対
す
る
中
国
側
の
批
判
」「
日
本
国
内

の
反
省
」「
虐
殺
の
証
拠
と
証
言
」
は
そ
れ
ぞ
れ
二
七
・
〇
％
、
一
七
・

六
％
と
一
二
・
三
％
で
あ
る
﹇
李
・
黄2014 : 4‌5

﹈。
記
念
的
イ
ベ
ン
ト
の

割
合
は
半
数
近
く
に
達
し
て
お
り
、
そ
の
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
報
道
は
象

徴
化
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
日
本
国
内
の
反
省
」
と

「
虐
殺
の
証
拠
と
証
言
」
に
関
す
る
記
事
は
一
九
八
〇
年
代
か
ら
一
九
九

〇
年
代
に
か
け
て
は
比
較
的
多
か
っ
た
が
、
近
年
で
は
減
少
傾
向
が
見
ら

れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
南
京
大
虐
殺
」
に
関
す
る
新
聞
記
事
の
内
容
は
ま

す
ま
す
記
念
的
な
言
説
に
偏
重
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
二

〇
一
四
年
一
二
月
一
四
日
、『
人
民
日
報
』
の
一
面
ト
ッ
プ
で
は
「
南
京

大
虐
殺
犠
牲
者
国
家
追
悼
日
」
の
盛
況
を
詳
し
く
報
道
し
、「
南
京
大
虐

殺
」
は
恰
も
国
家
被
害
の
象
徴
で
あ
る
か
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
﹇『
人
民
日
報
』
二
〇
一
四
年
一
二
月
一
四
日
﹈。
一
方
、
体
験
的
な
記

事
、
と
り
わ
け
証
言
者
や
被
害
者
に
関
す
る
記
事
の
数
は
遥
か
に
減
少
し

つ
つ
あ
る
。
国
が
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
構
築
す
る
た
め

に
、
あ
る
歴
史
的
出
来
事
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
設
定
し
、
記
念
化
さ
せ
る

こ
と
は
政
治
的
な
合
理
性
を
有
す
る
が
、
個
人
体
験
の
記
憶
を
犠
牲
に
す

る
こ
と
は
そ
の
代
償
が
大
き
す
ぎ
る
﹇Scott 1991

﹈。
少
な
く
と
も
、
そ
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の
後
の
民
間
レ
ベ
ル
を
ベ
ー
ス
と
す
る
日
中
の
歴
史
和
解
の
障
碍
と
な
っ

た
こ
と
は
間
違
い
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
記
念
的
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
記
憶
の
増
加
と
個
人
体
験
に
関
す

る
記
憶
の
減
少
と
い
う
、
相
反
し
た
状
況
は
前
述
し
た
国
内
政
治
向
け
の

側
面
と
直
結
し
て
い
る
。「
南
京
大
虐
殺
」
を
め
ぐ
る
記
憶
の
ダ
イ
ナ
ミ

ズ
ム
は
追
悼
施
設
や
記
念
行
事
と
も
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
一
九
八
五

年
、
抗
日
戦
争
勝
利
四
〇
周
年
に
合
わ
せ
て
、
八
月
一
五
日
に
「
南
京
大

虐
殺
記
念
館
」（「
侵
華
日
軍
南
京
大
屠
殺
遇
難
同
胞
記
念
館
」）
が
開
館

し
た
。
一
九
九
七
年
の
「
南
京
大
虐
殺
」
の
六
〇
周
年
に
あ
た
り
、「
南

京
大
虐
殺
記
念
館
」
は
第
一
次
愛
国
主
義
教
育
模
範
基
地
に
指
定
さ
れ

た
。
よ
り
多
く
の
来
館
者
を
招
致
す
る
た
め
、「
南
京
大
虐
殺
記
念
館
」

は
無
料
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
因
み
に
、
国
家
レ
ベ
ル
の
愛
国
主
義
基

地
「
ト
ッ
プ
100
」
の
な
か
で
対
外
紛
争
に
関
す
る
基
地
は
合
計
四
〇
カ
所

で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
抗
日
戦
争
に
関
す
る
基
地
は
半
分
を
占
め
る
﹇
ワ

ン2014 : 156

﹈。
一
九
八
五
年
に
建
て
ら
れ
た
「
南
京
大
虐
殺
記
念
館
」

は
一
九
九
五
年
に
大
規
模
な
拡
張
工
事
を
行
い
、
開
館
以
来
、
一
千
万
人

以
上
が
来
館
し
て
い
る
。
毎
年
八
〇
以
上
の
学
校
そ
の
他
の
組
織
が
提
携

団
体
と
な
っ
て
お
り
、
定
期
的
な
見
学
や
、
共
産
党
員
に
な
っ
た
人
た

ち
、
共
産
主
義
青
年
団
に
加
盟
し
た
人
た
ち
の
記
念
式
典
な
ど
、
各
種
行

事
も
行
わ
れ
て
い
る
﹇
ワ
ン2014 : 158

﹈。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
一
九
八
〇

年
ま
で
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
「
南
京
大
虐
殺
」
の
実
態
が

幅
広
く
伝
播
す
る
こ
と
に
な
り
、
抗
日
戦
争
に
関
す
る
代
表
的
な
「
国
家

の
記
憶
」（national m

em
ory

）
へ
と
格
上
げ
さ
れ
た
。

　

結
局
、「
南
京
」
を
め
ぐ
る
記
憶
は
「
国
家
の
記
憶
」
と
し
て
統
合
さ

れ
、
戦
争
被
害
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
定
式
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
頂

点
は
中
国
全
人
代
に
よ
る
「
南
京
大
虐
殺
犠
牲
者
公
式
追
悼
日
の
設
置
に

関
す
る
決
定
」
で
あ
る
﹇『
人
民
日
報
』
二
〇
一
四
年
二
月
二
八
日
﹈。
犠

牲
者
を
追
悼
す
る
こ
と
は
理
の
当
然
で
あ
る
が
、
要
は
虐
殺
事
件
発
生
か

ら
七
七
年
経
っ
て
初
め
て
、
中
国
政
府
に
よ
っ
て
国
家
追
悼
が
な
さ
れ
た

の
で
あ
る
。「
今
さ
ら
」
と
い
う
疑
問
は
湧
く
か
も
し
れ
な
い
が
、
虐
殺

発
生
か
ら
七
七
年
間
に
お
け
る
記
憶
の
仕
方
を
問
い
な
お
す
時
期
が
到
来

し
た
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
中
国
に
お
け
る
「
南
京
大
虐
殺
」
の
語
り
方
及
び
、
語
り
方

の
背
後
に
あ
る
政
治
的
操
作
を
中
心
に
「
南
京
大
虐
殺
」
の
持
つ
意
味
を

詳
し
く
検
討
し
て
き
た
。
作
業
と
し
て
は
、「
南
京
大
虐
殺
」
直
後
か
ら

今
日
ま
で
い
く
つ
か
の
時
期
を
区
分
し
、
中
国
に
お
け
る
虐
殺
の
記
憶
を

検
証
し
た
。
戦
時
期
に
お
い
て
は
国
共
両
党
と
も
に
「
南
京
大
虐
殺
」
を

重
要
視
し
て
い
た
が
、
今
日
の
よ
う
な
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
と
は
な
っ
て

い
な
か
っ
た
。
戦
後
の
一
時
期
（
特
に
「
東
京
裁
判
」
前
後
）
に
世
に
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
に

伴
い
、
政
治
的
配
慮
か
ら
「
虐
殺
」
そ
の
も
の
が
専
ら
焦
点
か
ら
外
さ
れ

て
い
た
。「
抗
米
援
朝
」
や
「
反
米
・
反
日
・
反
蔣
」
の
道
具
と
し
て

大
々
的
に
宣
伝
さ
れ
た
場
合
も
あ
れ
ば
、「
人
民
友
好
」
や
「
階
級
史

観
」
の
要
請
に
応
じ
て
一
気
に
影
を
潜
め
た
時
期
も
あ
っ
た
。
よ
う
や
く

一
九
八
〇
年
代
に
入
っ
て
、「
南
京
大
虐
殺
」
は
概
念
と
し
て
定
着
し
、

政
府
・
メ
デ
ィ
ア
・
国
民
が
自
由
に
語
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
背
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後
に
あ
る
国
家
権
力
の
誘
導
は
無
視
で
き
な
い
。
本
稿
で
は
『
人
民
日

報
』
の
報
道
記
事
数
に
関
す
る
検
証
を
通
じ
て
、「
南
京
大
虐
殺
」
を
日

中
両
国
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
政
治
動
向
な
ど
の
出
来
事
と
関
連
付
け
て
、

「
南
京
大
虐
殺
」
の
意
味
合
い
と
記
憶
の
仕
方
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
「
南
京
大
虐
殺
」
は
日
本
侵
略
が
も
た
ら
し
た
ト
ラ
ウ
マ
で
あ
る
と
同

時
に
、
中
国
国
内
政
治
に
よ
る
一
種
の
ト
ラ
ウ
マ
で
も
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
て
、
Ｉ
・
チ
ャ
ン
（Iris C

hang

）
は
「
南
京
大
虐
殺
」
が
忘
れ
ら
れ

た
こ
と
を
「
二
度
目
の
レ
イ
プ
」
と
定
義
付
け
、
記
憶
の
責
任
を
強
調
し

て
い
る
﹇
チ
ャ
ン2007 : 217
﹈。
梅
汝
璈
も
「
過
去
の
苦
難
を
忘
れ
た
ら

未
来
に
災
禍
を
招
き
か
ね
な
い
」
と
説
い
て
い
る
﹇
梅1962 : 35 ‒36

﹈。

チ
ャ
ン
と
梅
は
い
ず
れ
も
日
本
に
向
け
て
の
警
告
で
あ
る
が
、
さ
し
あ
た

り
被
害
国
の
中
国
に
と
っ
て
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
新
中
国
成
立
か
ら

一
九
八
二
年
「
歴
史
教
科
書
事
件
」
ま
で
の
間
、「
南
京
大
虐
殺
」
に
対

す
る
記
憶
が
二
転
三
転
さ
れ
、
決
し
て
一
貫
性
を
有
す
る
記
憶
と
は
言
え

な
か
っ
た
。
こ
れ
は
中
国
の
国
民
、
殊
に
南
京
地
元
の
人
々
に
と
っ
て
二

度
目
の
ト
ラ
ウ
マ
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
中
国
の
忘
却

は
日
本
の
一
部
の
政
治
勢
力
に
と
っ
て
虐
殺
事
件
を
否
定
す
る
絶
好
の
口

実
を
提
供
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
こ
の
記
憶
に
対
す
る
不
当
な
操

作
は
内
面
的
に
日
中
の
歴
史
和
解
に
悪
影
響
を
与
え
て
き
た
の
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
も
そ
の
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
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」
張

連
紅
・
孫
宅
巍
主
編
『
南
京
大
屠
殺
研
究
│
│
歴
史
與
言
説
』
江
蘇
人
民

出
版
社
、
二
九
三

－

三
一
〇
頁

厳
海
建　

2014　
「
国
民
政
府
対
南
京
大
屠
殺
案
審
判
的
社
会
影
響
分
析
」

張
連
紅
・
孫
宅
巍
主
編
『
南
京
大
屠
殺
研
究
│
│
歴
史
與
言
説
』
江
蘇
人

民
出
版
社
、
四
七
五

－

四
八
五
頁

張
連
紅
・
孫
宅
巍
主
編　

2014　
『
南
京
大
屠
殺
研
究
│
│
歴
史
與
言
説
』

江
蘇
人
民
出
版
社

張
憲
文
・
呂
晶　

2010　
『
南
京
大
屠
殺
史
料
集 

特
輯
74
：
中
方
史
料

（
下
）』
鳳
凰
出
版
伝
媒
集
団
・
江
蘇
人
民
出
版
社

張
憲
文
主
編　

2006 ‒2012　
『
南
京
大
屠
殺
史
料
集
』
江
蘇
人
民
出
版
社

中
共
南
京
市
委
党
史
弁
公
室
・
南
京
市
檔
案
局
編　

2002　
『
南
京
抗
美
援

朝
運
動
』
中
共
党
史
出
版
社

中
国
人
民
大
学
ほ
か　

1956　
「
中
国
通
史
│
│
半
封
建
半
植
民
社
会
時
代

（
下
）
教
学
大
綱
（
初
稿
）
│
│
新
民
主
主
義
革
命
時
期
（1911 ‒1949

）」

『
教
学
與
研
究
』
一
九
五
六
年
七
月
八
月
合
併
号
、
七
〇

－

八
二
頁

『
人
民
日
報
』
一
九
四
九
年
七
月
一
〇
日
「
南
京
各
界
控
訴
日
寇
罪
行
抗
議

美
帝
扶
植
日
本
侵
略
勢
力
復
活 

要
求
速
定
対
日
和
約
厳
懲
侵
華
戦
犯
」

『
人
民
日
報
』
一
九
五
一
年
一
月
三
一
日
「
金
陵
大
学
対
美
帝
的
控
訴
」

『
人
民
日
報
』
一
九
五
一
年
二
月
一
三
日
「
南
京
等
五
大
城
市
人
民
遊
行
示

威 

堅
決
反
対
美
国
重
新
武
装
日
本
」

『
人
民
日
報
』
一
九
五
一
年
八
月
二
九
日
「
基
督
教
天
主
教
愛
国
運
動
継
続

発
展
」

『
人
民
日
報
』
一
九
六
〇
年
五
月
一
四
日
「
絶
不
容
許
日
本
軍
国
主
義
者
在

美
国
扶
植
下
捲
土
重
来 

南
京
四
十
八
万
人
大
示
威
」

『
人
民
日
報
』
一
九
六
〇
年
五
月
二
六
日
「
支
持
日
本
三
池
礦
工
的
鬥
争 

南

京
三
千
煤
礦
工
人
集
会
」

『
人
民
日
報
』
一
九
九
〇
年
一
一
月
一
六
日
「
日
本
衆
議
員
石
原
無
視
歴
史

事
実 

否
認
日
軍
在
南
京
大
屠
殺
的
罪
行
」

『
人
民
日
報
』
二
〇
一
四
年
二
月
二
八
日
「
全
国
人
大
常
委
会
関
於
設
立
南

京
大
屠
殺
死
難
者
国
家
公
祭
日
的
決
定
」

『
人
民
日
報
』
二
〇
一
四
年
一
二
月
一
四
日
「
南
京
大
屠
殺
死
難
者
国
家
公

祭
儀
式
隆
重
挙
行
」

『
新
華
日
報
』
一
九
五
一
年
二
月
二
六
日
「
追
記
日
寇
南
京
大
屠
殺
的
血
海

深
仇
」


